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６月の主な活動
	５日	女性集会
		 第３回労働条件委員会

	８日	医療部門連絡会

	９日	ＪＣＭ春季研修会

	11日	土曜相談会

	15日	第８回四役会議

	22日	第８回執行委員会

　

五
月
二
〇
日
、
連
合
新
潟
は

「
新
潟
県
の
人
口
減
少
を
考
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
「
二
〇
一

六
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
新
潟

市
・
万
代
市
民
会
館
で
開
催
し
、

約
一
〇
〇
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
連
合
新
潟
・

齋
藤
会
長
は
、「
新
潟
県
の
人

口
が
減
り
続
け
て
い
る
な
か
、

労
働
組
合
の
運
動
と
し
て
、
こ

新
潟
県
の
人
口
問
題
を
考
え
よ
う
�

二
〇
一
六
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

連合新潟　2016春季生活闘争 第６回集計結果（５月18日現在）
【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】

☆回答・妥結報告があった組合192組合（47,254名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2016額・率」と「2015額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

集計組合
2016 2015実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 120 36,824 4,957 1.91 3,902 1.60 5,215 1.98 4,195 1.72 -258 -0.07 -293 -0.12

連合新潟　2016春季生活闘争 第６回集計結果（５月18日現在）
【一時金：回答・妥結集計】

回答・妥結報告があった組合は、年間62組合（18,324名）、夏季のみ39組合（8,393名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。

集計組合
2016 2015実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額

額集計 25 7,155 1,343,605 1,229,885 1,300,575 1,202,231 43,031 27,653

集計組合
2016 2015実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数

月数集計 40 14,205 4.30 4.18 4.17 4.17 0.13 0.01

にいがた
女
ひと

と男
ひと

フェスティバル2016
連合新潟女性委員会主催ワークショップ

「ワークライフバランスの実現のために」
日　時　2016年６月26日（日）10：00～12：00
会　場　新潟ユニゾンプラザ  4階・小研修室2
参加費　無料　※事前登録が必要です。
詳しくは連合新潟までお問い合わせください。

選
挙
で

　

政
治
を
変
え
よ
う

—
 

第
27
回
女
性
集
会 —

Ａ ：就業規則の定めがあれば違法ではないが、制限がある

　就業規則において賞与を減額制裁の対象とする
旨の定めがあれば違法ではないが、賞与も賃金で
あるから減給制裁の制限規定が適用される。

� （労基法第91条）

減給制裁の制限　： 　まず、減給制裁が適法たるには、それが就業規則に定められ
ることを要する。また、懲戒権の乱用・公序良俗違反とならな
いような適正な運用が求められる。
　労基法第91条は、減給制裁の制限として
（１）１回の額が平均賃金の１日分の半額
（２）総額が一賃金支払期の賃金総額の10分の１
　以内でなければならないとしている。

一時金（賞与）　：
からの減給

　行政解釈は、「制裁として賞与から減額することが明らかな
場合は、賞与も賃金であり、労基法第91条の減給の制裁に該
当する」としていることから、上記の制限の適用がある。そし
てこの場合の総額とは、賞与総額を意味することになる。

Ｑ：減給処分としてボーナス
が減額された

の
問
題
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い

く
か
が
重
要
に
な
る
。
様
々
な

観
点
か
ら
会
場
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
基
調
講
演
で
は
、
新

潟
県
の
県
民
生
活
・
環
境
部
部

長
・
丸
山
様
よ
り
「
新
潟
県
人

口
動
態
の
現
状
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
人
口
の
自
然
動
態
・
社

会
動
態
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
齋
藤
会
長
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
四
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
き
ま
し
た
。

　

一
正
蒲
鉾
株
式
会
社
・
滝
沢

常
務
は
、「
平
成
二
年
に
事
業

所
内
保
育
所
を
設
置
し
て
以
降
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
企
業
や

ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の

表
彰
を
受
け
、
県
内
第
一
号
と

な
る
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
を
取

得
し
た
。
安
心
し
て
働
く
た
め

の
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
。」

と
し
て
、
企
業
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。
新
潟
大
学
法

学
部
・
田
村
教
授
は
、「
学
生

と
話
し
て
い
る
と
、
地
元
が
好

き
と
言
い
な
が
ら
も
地
元
を
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
感
じ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
変
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
と
提
起
し
ま
し
た
。

連
合
本
部
・
新
谷
副
事
務
局
長

は
、「
労
働
組
合
の
関
わ
り
と

し
て
、
人
口
減
少
・
超
少
子
高

齢
社
会
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。

社
会
保
障
の
持
続
性
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
訴
え
、
基
調
講
演
に
引
き
続

き
参
加
さ
れ
た
丸
山
部
長
は
、

「
新
潟
県
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
雇
用
・
生
活
の
情
報
発
信

を
県
内
は
も
ち
ろ
ん
他
県
に
も

発
信
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
」
と
語
り
、
そ
の
後
、
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
県
と
し
て
子

育
て
施
策
を
も
っ
と
や
っ
て
は

ど
う
か
」、「
地
方
創
生
の
取
り

組
み
が
ど
う
地
域
に
つ
な
が
る

の
か
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

六
月
五
日
、
連
合
新
潟
女
性

委
員
会
は
、
新
潟
自
治
労
会
館

に
て
第
二
七
回
女
性
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
女
性
委
員
会
・

池
田
委
員
長
は
「
こ
れ
か
ら
行

わ
れ
る
参
議
院
選
挙
に
む
け
て

学
び
、
家
族
や
職
場
で
も
話
し

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
選
挙
に
行

く
意
味
と
重
要
性
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
私
た
ち
の
く
ら

し
と
政
治　

～
選
挙
の
重
要
性

を
考
え
る
～
」
と
題
し
て
、
あ

お
い
総
合
法
律
事
務
所
・
黒
沼

有
紗
弁
護
士
よ
り
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
内
容
は
「
憲
法
」
に

注
目
し
、
安
倍
政
権
が
作
っ
た

憲
法
改
正
法
案
の
危
険
性
と
日

本
の
未
来
へ
の
警
鐘
と
と
も
に
、

選
挙
の
重
要
性
を
参
加
者
に
熱

く
語
り
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！  

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
」

～
女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
～

　

五
月
一
九
日
・
二
〇
日
に
、

「
女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

連
合
が
六
月
に
定
め
て
い
る

男
女
平
等
月
間
の
取
り
組
み
と

し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

相
談
員
に
連
合
新
潟
の
男
女
平

等
委
員
会
、
女
性
委
員
会
、
構

成
組
織
役
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一

人
ず
つ
、
三
人
の
女
性
か
ら
協

力
を
う
け
ま
し
た
。

　

相
談
は
二
日
間
で
五
件
寄
せ

ら
れ
、
そ
の
う
ち
四
件
が
女
性

か
ら
の
相
談
で
し
た
。
参
加
し

た
相
談
員
は
、「
休
憩
時
間
が

な
い
」「
解
雇
通
知
を
う
け
た
」

「
上
司
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
様
々
な

相
談
内
容
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

相
談
員
か
ら
は
、「
相
談
者

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
た
め
に
な
っ
た
。
経
験
を
職

場
内
の
問
題
に
も
生
か
し
た

い
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

連
合
新
潟
は
、
多
く
の
女
性

が
抱
え
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
今

度
も
取
り
組
み
ま
す
。



連　　　合　　　新　　　潟

新潟ろうきん
TEL 0１２０（１９１）８８０

集まった組合員と握手をする森ゆうこ候補予定者

北陸４県 野党統一候補リレー街宣

7月10日投票、
期日前は6月23日から!

  投票に行こう!!

第24回参議院選挙
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綱引き
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北陸４県 野党統一候補リレー街宣

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2016年６月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第304号

土曜相談会 ７月は９日に開催

　

五
月
最
終
日
曜
日
、

気
温
も
25
℃
を
超
え
、

ま
る
で
夏
が
来
た
か

の
よ
う
な
強
い
日
差

し
の
中
、
娘
た
ち
の

学
校
で
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

長
女
は
小
学
校
生
活
最
後
の
思

い
出
に
と
、「
応
援
団
長
」
の
大

役
に
立
候
補
。
応
援
団
長
に
み
ご

と
（
!?
）
選
ば
れ
連
日
練
習
を
頑

張
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
結
果
は
、

応
援
の
部
「
優
勝
!!
」

　

応
援
を
し
て
い
る
姿
や
閉
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
の
応
援
団
長
の
挨
拶

を
聞
き
、
娘
の
成
長
を
感
じ
た
１

日
に
な
り
ま
し
た
。�

（
Ｔ
）

５月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�５月のアンケートは「あなたが好きな運動会の団

体種目は？」でした。

　結果は以下のとおり、結構拮抗していますね。これから
行われる「参議院選挙」を表現しているようにも感じます。
運動会は、まさに生徒の皆さんが切磋琢磨して楽しめる一
大行事！そして重要なことは皆で一致団結できるところで
はないでしょうか。
　もうすぐ始まる一大行事「参議院選挙」に向けて、連
合新潟も一致団結して……ガンバロー!!
　６月のHPアンケートは、入社に関する話題です。投票
をお待ちしています！

森 ゆうこ
（新潟県選挙区）

第
24
回 

参
議
院
議
員
選
挙

連
合
組
織
内

比
例
代
表
候
補
予
定
者かわい たかのり

UAゼンセン（１期)

矢田わか子
電機連合（新人)

なたにや正義
日教組（２期)

小林 正夫
電力総連（２期)

藤川しんいち
ＪＡＭ（新人)

なんば 奨二
JP労組（１期)

もりや たかし
私鉄総連（新人)

はまぐち 誠
自動車総連（新人)

とどろき利治
基幹労連（１期)

石橋みちひろ
情報労連（１期)

たしろ かおる
JR総連（１期)

第
二
四
回
参
議
院
議
員
選
挙
は
、
一
強
多
弱
の
勢
力
を
背
景
に

労
働
法
制
や
安
全
保
障
関
連
法
制
の
審
議
・
強
行
採
決
を
は
じ
め
、

極
め
て
強
引
な
政
権
運
営
を
行
っ
て
き
た
安
倍
政
権
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

新
潟
県
選
挙
区
は
定
数
一
議
席
と
な
り
、
私
た
ち
の
声
を
届
け

る
た
め
、
自
民
党
候
補
に
議
席
を
渡
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

森
ゆ
う
こ
氏
の
議
席
獲
得
の
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

東
日
本
大
震
災

　
未
だ
復
興
は
道
半
ば

　

五
月
二
八
日
～
二
九
日
、
連

合
新
潟
・
女
性
委
員
会
と
青
年

委
員
会
は
合
同
研
修
会
を
開
き
、

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
の
「
女

川
桜
守
り
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
、
連
合
宮
城
の
女

性
委
員
会
・
青
年
委
員
会
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
女
川
桜
守
り
の
会
」
の
柚
子

園
を
つ
く
る
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
苗
木
を
植
え

る
た
め
の
土
壌
整
備
を
行
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
植
樹
さ
れ
た

苗
木
を
外
敵
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト

の
改
修
や
除
草
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
漁
業
だ

け
で
は
な
く
農
業
で
地
域
を
活

性
化
し
、
柚
子
園
を
つ
く
る
こ

と
で
産
業
や
雇
用
を
生
み
出
し
、

町
民
を
増
や
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

二
日
目
は
、
連
合
宮
城
の
女

性
委
員
、
青
年
委
員
か
ら
震
災

当
時
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
女

性
委
員
（
自
治
労
）
か
ら
は
、

家
族
を
心
配
し
な
が
ら
も
避
難

者
の
世
話
を
し
、
救
援
物
資
の

配
送
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
を
し
た
話
を
聞
き
ま
し
た
。

青
年
委
員
（
自
治
労
）
か
ら
は
、

震
災
当
時
の
復
興
業
務
と
し
て
、

検
死
場
や
遺
体
安
置
場
の
対
応
、

建
設
重
機
へ
の
燃
料
の
補
給
対

応
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
災
害
へ
の
備
え
」

と
「
震
災
を
経
験
し
て
変
わ
っ

た
こ
と
」
の
二
つ
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
昨
年
整

備
し
た
柚
子
園
を
今
回
も
手
伝

っ
た
。
こ
の
柚
子
に
実
が
な
る

の
は
一
八
年
後
。
先
の
代
の
た

め
に
復
興
に
向
か
う
強
い
想
い

に
触
れ
た
。
意
見
交
換
で
は
、

震
災
の
切
な
さ
を
直
に
語
り
合

え
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
・
青

年
委
員
会
は
、
次
年
度
以
降
も

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を
許
さ
な
い
！

　

オ
ー
ル
に
い
が
た
平
和
と
共
生

　

六
月
一
一
日
、
参
院
選
に
む
け
て
北

陸
の
野
党
統
一
候
補
が
四
県
（
新
潟
・

富
山
・
石
川
・
福
井
）
を
縦
断
し
、
街

頭
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
上
越
妙
高
駅
前
に
は
、

上
越
地
協
の
組
合
員
な
ど
支
援
者
約
二

〇
〇
人
が
集
ま
り
、
齋
藤
会
長
、
地
元

選
出
の
秋
山
県
議
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
森
ゆ
う
こ
候
補
予
定
者
が
熱
く
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
県
の
候
補
予
定
者
で
あ
る
、

道
用
え
つ
子
氏
（
富
山
）、
し
ば
た
未
来

氏
（
石
川
）、横
山
た
つ
ひ
ろ
氏
（
福
井
）

の
三
人
も
合
流
し
、
今
回
の
選
挙
の
重
要

性
と
森
氏
に
対
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

そ
し
て
北
陸
か
ら
新
し
い
風
を
起
こ
そ
う

と
激
励
・
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
齋
藤
会
長
の
音
頭
で
全
員
当

選
の
決
意
を
込
め
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
ま
し
た
。


